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先週２月 3 日(金)の給食は、福豆やいわしのお

かか煮など、節分にちなんだ献立でした。 

そして２月４日の立春が過ぎ、まだ寒い時期で

はありますが、暦の上では春となりました。 

ところで、節分の豆まきは、新春を迎える前に

邪気を払い、健やかに暮らすことを祈願するもの

です。また、節分の日に焼いたいわしの頭を柊（ヒ

イラギ）の枝に差して、邪気除けとして玄関に吊るす風習もあります。 

今般では邪気の一つは新型コロナウイルスとも考えられまが、この邪気は春

を迎える頃には影響が少なくなる見通しで、教育活動も徐々にコロナ禍前に戻

っていく見込みです。 

ただし現段階では、コロナ禍前の教育活動に完全に戻すことは困難と考えて

おります。そこで一定の配慮の下、生徒それぞれが充実感と達成感をもって年

度末を迎えられるよう教育活動を進めていく考えです。 

◇卒業式に向けて 

既に３学年の保護者の皆様にはご案内のと

おり、３月 13 日(月)は本校学校行事の中で最

も大切な卒業式です。そこで、先週の全校朝会

では、「やる気」の話題と共に卒業式への心構

えについても話しました。 

卒業式は、学校行事の中で、最も厳粛な式典

です。そして、これまでの学びの集大成の場で

もあります。そこで、卒業式の主役である３年

生には、この学び舎、先生、家族、後輩への感謝の気持ちを一人一人の行動に込

めてほしいと伝えました。また、１・２年生には、３年生の姿から１・２年後の

自分の姿を想像するとともに、先輩への感謝の思いを当日の態度や前日までの

準備に表してほしいと伝えました。 

全校生徒、そして教職員も思いを一つにして、106 名の３年生の新たな門出

を祝う卒業式が、厳粛かつ感動的な式となることを願っています。 

なお、これまでの３年間は卒業式への参加は卒業生のみでしたが、今般の新

型コロナウイルスの感染状況を鑑み、今年度は２年生も体育館で式に参加し、

１年生は各教室でオンライン参加とする予定です。 

（題字「群竹」は前校長浦野祐子先生の書です） 

※写真は昨年度の卒業式の様子 



◇おめでとう！ 市長賞・ジュニアスポーツ賞受賞 

学校生活で他の模範となる学業や行いをした生徒

を表彰する市長賞（児童は善行賞）、部活動やクラブ

チーム等で全国・県レベルで活躍した児童生徒に授

与されるジュニアスポーツ賞の表彰式が１月 24 日

(火)に佐野市文化会館で開催されました。 

表彰式への参加は３年生のみですが、本校からは以下の生徒が受賞しました

ので紹介します。（敬称略） 

★市長賞                

〇〇 〇〇、〇〇 〇〇、〇〇 〇〇 

★ジュニアスポーツ賞 

〇〇 〇〇 

◇がんばった大澤駅伝大会 

２月５日(日)、第 73 回大澤駅伝競走大会が清酒開華スタジアム（佐野市運動

公園陸上競技場）で開催されました。選手及び大会結果を紹介します。（敬称略） 

【中学男子の部】 

第８位 田沼東 A 

〇〇 〇〇、〇〇 〇〇、〇〇 〇〇、〇〇 〇〇、〇〇 〇〇、〇〇 〇〇 

第14位 田沼東 B 

〇〇 〇〇、〇〇 〇〇、〇〇 〇〇、〇〇 〇〇、〇〇 〇〇、〇〇 〇〇 

【中学女子の部】 

第６位 田沼東 A 

〇〇 〇〇※、〇〇 〇〇、〇〇 〇〇、〇〇 〇〇、〇〇 〇〇 

※〇〇 〇〇さんは１区の区間賞です。 

◇来年度の地域部活動について 

本校が２年間実践研究に取り組んだ地域部活動推進事業につきましては、先

週号でお伝えしたとおり、１月末で活動が終了しました。 

一方、１月 25 日に学校安全情報メール「さくら連絡網」にて佐野市教育委員

会から配信があったとおり、国の施策として、来年度から休日の中学校部活動

を地域でスポーツ・文化活動を行う「地域クラブ活動」へ段階的に移行する取組

が始まります。（本校は２年間先行実施） 

佐野市でも来年度、「（仮称）部活動地域移行推進協議会」を設置し、佐野市立

中学校・義務教育学校での実施に向け準備を進めますが、まずは、本校の２年間

の取組を拡大させる形で地域移行を進める予定です。 

そこで来年度以降の地域部活動の取組について、２月 17 日(金)に開催される

保護者会で佐野市教育委員会教育総務課から保護者の皆様に説明があります。 

つきましては、ぜひご出席くださいますようお願いいたします。 


